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１．はじめに

　企業価値を構成する要素として影響度が高まる

非財務情報の中にあって、特許情報を中心とする

知的財産（以下、知財）の重要性が増しており、

企業の本源的価値をとらえようとする機関投資家

にとって、企業の「知財戦略」を適切に評価する

ことが必要になってきた。こうした構図の背景を

確認した上で、機関投資家における「知財戦略」

評価の視点、企業と機関投資家の望ましいコミュ

ニケーション、今後の「知財戦略」評価の展望に

ついて筆者の見解を示す。

１．はじめに
２．機関投資家における「知財戦略」評価の意義
３．「知財戦略」評価の視点と望ましいコミュニ

ケーション

４．今後の展望

目 次

　環境や人材がそうであったように、知財についても企業価値評価や投資判断に組み込まれていく流れを想定す
るが、それは総合的に適切な企業価値評価を行うという機関投資家としての重要な役割である。そこで、機関投
資家にとっての「知財戦略」評価の意義を整理した上で、評価の視点と望ましいエンゲージメントについて、筆
者の実践事例を踏まえつつ整理・考察した。

機関投資家による「知財戦略」評価とエンゲージメント
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